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は，k 近傍検索を用いている．ここで，k 近傍検索とは，k ≧ 1 に対し，与えられた質
問データ q に対して，検索対象のデータベースから q に近い上位 k 個のデータを求め
ることである． 
本論文では，球面分割（BP）に基づくスケッチを用いている．BP は，空間内のデー
タに対して，中心点が p，半径 r の球の内外に対応して，ビット“0”'または“1”を割り当
てる．この中心点と半径の対（p, r）をピボットという．ピボットを w 個用いて，長さ
w ビットのスケッチを作成する．スケッチの長さを幅という．スケッチは，距離情報を
部分的にしか保持できないので，スケッチを用いる k 近傍検索は 2 段階で行われる．第
1 段階では，スケッチによるフィルタリングを行い，質問とのスケッチ間の距離が近い
K 個の解候補を選択する．ただし，K ≧ k である．第 2 段階では，K 個の解候補に対




は，スケッチのビット幅は 32 ビット以上が必要であると考えられていた． 
本論文では，まず，ビット幅を固定した場合のフィルタリング性能が高くなるようにス
ケッチを設計する最適化手法について議論し，2 値量子化法による発見的手法が有効で














700 万件の画像特徴データ（64 次元）や音特徴データ（96 次元）を用いた最近傍検索
実験により，16 ビットスケッチと優先順 score1の列挙を用いる提案手法では，32 ビッ
トスケッチとハミング距離を用いる従来手法より，90％以上の検索精度が要求される場
合でも 20 倍以上の高速化が実現できることがわかった．なお，この検索速度は，スケ






学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関して多数の聴講者が参加する最終試験を行った．研究内容を発表後，調査
委員を含む聴講者から，提案手法の意義や適用範囲について，従来手法に対する優位性
に関する種々の質問がなされたが，いずれの質問に対しても発表者からの満足な回答が
得られた．以上の結果により，論文提出者は最終試験に合格したものと認める． 
以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審査
し結果，本論文が，博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
